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共通教育科目 「社会がわかるとは!?」を担当して4
年目になる。大学に就職 して6年 目になるが、うち前任
校である兵庫教育大学に勤務 していた2年 は 「研究担当
助手」であったために、本学に赴任 して初めて大学教員
として講義を担当することとなった。もちろん、「教養科
目」としての共通科目を持つのも初めてである。
赴任前から共通教育科目を受け持つことはわかってい
たので、「大学の 『教養科目』に私が貢献できることは何
なのか」について悩み、考えたが、結局、私が大学教員
になる前に就いていた、中国地方1・2を争う 「進学校」
での社会科教員時代に見ていた生徒たちを想像するに、
私自身が責任でもあるが、センター試験対策と称 して社
会事象に対する 「暗記」を強いてきたこと、またその結
果、社会事象を無批判に享受する態度を子どもたちに育
成 していたのではないかとの 「反省」もあって、大学教
員として 「批判的に社会を見ることができる学生」を育
成できるような講義を準備 したいと思うようになった。
さらに 「社会」に関心の薄い学生も講義を受ける可能性
があるために、少しでも学生が興味を持つことができる
内容としたいという想いもあった。以上が、現在私が担
当 している 「社会がわかるとは!?」が生まれた背景な
のである。
「社会がわかるとは!?」は、「批判的に社会を見るこ
とができる学生」を育成するために、学生も興味を持ち
やすい 「メディア」を取り上げた。そして、この講義を
大きく2つ のサイクルに分けた。一つ目のサイクルは、
一定の社会像 ・ 「社会のわかり方」を含むテレビ番組を
複数取 り上げて、それぞれの番組を鑑賞 ・分析すること
で、それぞれの社会像と 「社会のわかり方」の課題をえ
ぐり出す講義である。ここで取 り上げるのは、① 「ス ト
ー リー理解に基づく価値認識形成を図る 『プロジェク ト
X』(NHK)」② 「フレームワーク理解に基づく理論認識
形成を図る 「クローズアップ現代』(NHK)」③ 「環境と
の相互作用に基づく価値観の反省的構築を図る 『世界ウ
ルルン滞在記』(TBS系列)」④ 「社会参加に基づく社会
形成を図る 『ご近所の底力』(NHK)」である。これらの
番組に内包される 「社会のわかり方」の良さ ・悪さを分
析するプロセスを学生は経ることで、「社会のわかり方」
が一定程度類型化できることを知ることになる。二つめ
のサイクルは、学生が習得 した 「社会のわかり方」に沿
って、学生数名で構成するグループが 「問題」だと考え
る社会問題を取り上げて、分析 し、②か④の 「社会のわ
かり方」で実際に説明してみるといった作業である。一
つめのサイクルが 「理論編」と捉えると、二つめのサイ
クルは 「実践編」とでもまとめることができるだろう。
以上のような講義であるが、アンケー トを採ってみる
と、概ね学生にも好評のようである。特に一つめのサイ
クルである 「理論編」については、「今まで考えたことも
なかったので、『新鮮』に感 じた」といった評価もあり、
また 「『プロジェク トX』のように一つの価値観の認識形
成を図るための情報だけを選択し、ス トー リーを構成す
ることの問題性を理解できた」等、私の意図通 り?に考
えてくれている学生もいて、満足している。 しかし、二
つめのサイクルである 「実践編」については、「ニー ト問
題」や 「児童虐待問題」、「いじめ自殺問題」等、タイム
リーな問題を取り上げ、新書 ・新聞記事等を分析的に読
み、レポー トを作 っている学生グループがある一方で、
実際に作業をする学生と作業を 「さぼる」学生に分かれ
ているグループもある。また、調べ ・分析する作業につ
いて、「情報社会に生きる若者」らしく、インターネット
上に書いてある内容をそのまま写し整理 したりといった
ように、それこそ 「批判的に社会を見ることができてい
ない」学生もいる。授業の進め方に多大な問題を抱えて
おり、「実践編」は改善の余地を残している。
しかし、元々私が持っていた問題意識は間違っていな
いと思っている。少 しでも 「批判的に社会を見ることが
できる学生」「社会に興味を持つ学生」を育てることがで
きる講義を今後とも進めていければと考えている。
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